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資料8 -7- 4　取り組んでいるセキュリティー対策（複数回
答）［2008年 -2009年］

2009年
N=2,565
2008年
N=1,500

わからない

特になし

その他

IT関連保険への加入

シンクライアントの導入

PKI、デジタル証明書の導入

サーバーの監視のための
SSPの採用

パッチマネジメント
（脆弱性管理）

サーバー証明書の発行

データセンター事業者や
ISP提供のウイルスブロック

掲示板、コミュニティー
などの自社に関する
書き込みのチェック

フィッシング対策ツールの導入

スパム対策システムの導入

無線LANのセキュリティー強化

メールの利用制限

リモートアクセス制限

ウェブ閲覧のモニタリング

メールのモニタリング

インストールする
アプリケーションの制限

WinnyなどのP2Pソフトウェア
による情報漏洩対策

USBメモリやCDRなど
によるデータの持ち帰り

ウェブ閲覧制限

社内からの機材持ち出し制限

社外からの機材持ち込み制限

セキュリティー・
個人情報保護体制・教育

ウイルス対策と教育
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10.5％
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9.6％
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7.6％
8.3％

7.3％
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5.5％
4.9％

2.2％
2.1％

13.4％
11.3％

8.3％
9.4％

61.8％
60.8％
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資料8 -7- 5　今後取り組む予定のセキュリティー対策（複
数回答）［2008年 -2009年］

2009年
N=2,565
2008年
N=1,500
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特になし

その他

ウイルス対策と教育

データセンター事業者や
ISP提供のウイルスブロック

サーバー証明書の発行

リモートアクセス制限

パッチマネジメント（脆弱性管理）

WinnyなどのP2Pソフトウェア
による情報漏洩対策

サーバーの監視のための
SSPの採用

PKI、デジタル証明書の導入

掲示板、コミュニティー
などの自社に関する
書き込みのチェック

スパム対策システムの導入

フィッシング対策ツールの導入

ウェブ閲覧のモニタリング

メールの利用制限

社内からの機材持ち出し制限

IT関連保険への加入

セキュリティー・
個人情報保護体制・教育

メールのモニタリング

インストールする
アプリケーションの制限

ウェブ閲覧制限

社外からの機材持ち込み制限

無線LANのセキュリティー強化

USBメモリやCDRなど
によるデータの持ち帰り

シンクライアントの導入 7.6％
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5.9％

5.7％

5.6％
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セキュリティー対策は社員への教育が上位
取り組んでいる対策では、「ウイルス対策と教育」が61. 8％でトップで、「セキュリティー・個人情
報保護体制・教育」が52 . 8％となり、昨年同様に主に教育に取り組んでいることがわかる。一方、
今後取り組む予定の対策では、「特になし」「わからない」が高いが、実際の対策では、端末にデー
タを保存できないため個人情報などの漏洩対策に効果的な「シンクライアントの導入」が初めて
トップとなった。
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資料8 -7- 6　取り組んでいるセキュリティー対策の効果［2008年 -2009年］

2009年
N=2,565

2008年
N=1,500
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資料8 -7-7　インターネットやメールの私的利用の制限有無［2008年 -2009年］
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非常に自信がある

やや自信がある

どちらともいえない

あまり自信がない

全く自信がない

2009年
N=2,565

2008年
N=1,500
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セキュリティー対策に自信がある企業は25.3％のみ
取り組んでいるセキュリティー対策の効果については、「非常に自信がある」と「自信がある」を合
わせた比率は25. 3％で、昨年よりも低下している。多様化、高度化する攻撃に対し、企業が不安を
感じている結果となっている。一方、ウェブ閲覧やメールなどの私的利用の制限では、特に制限は
していないという企業が半数程度で、制限や規制を行っている企業の比率より高くなっている。
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